
感染リスクが高まる

つの場面５ 新
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け
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に
ね

も
ら
わ
な
い

う
つ
さ
な
い

▶筑西保健所  ☎ 0296-24-3911
　　（平日 午前９時～午後５時）

▶茨城県庁内  ☎ 029-301-3200
　　（午前８時 30分～午後８時 )

▶電話での相談がむずかしい人
FAX 029-301-6341

感染症に関する相談窓口

　発熱などの症状がある人は、かか
りつけ医など身近な医療機関に必ず
電話などで連絡し、医療機関の指示
に従って受診してください。
　かかりつけ医がない場合は、近隣
の医療機関を案内しますので、下記
まで相談してください。

発熱などの症状がある場合

　これまでの感染拡大の経験から、感染リスクが高い行動や場面が明ら
かになってきました。新型コロナウイルス感染症は、主に「クラスター」
を介して拡大することが分かっています。感染リスクが高まる５つの場
面に注意し、リスクを下げながら会食などを楽しむ工夫をしましょう。

●  マスクなしに近距離で会話することで、飛沫感染やマイクロ飛沫感染
での感染リスクが高まります。
● マスクなしでの感染例としては、昼カラオケなどでの事例が確認され
ています。
● 車やバスで移動する際の車中でも注意が必要です。

●  狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が共有されるため、
感染リスクが高まります。
●  寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる事例が報告され
ています。

●  仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り替わると、気の緩み
や環境の変化により、感染リスクが高まることがあります。
● 休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例も確認されています。

●  飲酒の影響で気分が高揚すると同
時に注意力が低下します。また、
聴覚が鈍くなり、大きな声になり
やすくなります。

 　 特に敷居などで区切られている狭
い空間に、長時間、大人数が滞在
すると、感染リスクが高まります。
● また、回し飲みや箸

はし
などの共用が

感染リスクを高めます。

場面②

●  長時間に及ぶ飲食、接待を伴う
飲食、深夜のはしご酒では、短
時間の食事に比べて感染リスク
が高まります。

●  大人数の飲食では、大声になり、
飛沫が飛びやすくなるため、感
染リスクが高まります。

場面①

明ら

いつもと違う初めての冬

飲酒を伴う懇親会など場面１

大人数や長時間に及ぶ飲食場面２

マスクなしでの会話場面３

狭い空間での共同生活場面４

居場所の切り替わり場面５
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　新型コロナウイルス感染症に関連して、感染者・濃厚接触者、
医療従事者などに対する誤解や偏見に基づく差別を行うことは
許されません。公的機関の提供する正確な情報を入手し、冷静
な行動をとるようにしましょう。

法務省の人権擁護機関では、新型コロナウイル
ス感染症に関連する不当な差別・偏見・いじめ
などの被害に遭った人からの人権相談を受け付
けています。困ったら、まずは相談してください。

感染症対策への寄付（12/15時点） 不当な差別や偏見をなくしましょう

人権相談窓口

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
僅わ

ず

か
一
年
の
間
に
世

界
中
に
蔓ま
ん
え
ん延

し
、
人
々
の
健
康
や
生
活
、

そ
し
て
社
会
経
済
活
動
に
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。
本
県
に
お
い
て
も

同
感
染
症
の
流
行
が
拡
大
し
、
11
月
末
時

点
に
お
い
て
感
染
者
数
は
累
計
１
５
６
１

人
、
そ
の
う
ち
筑
西
市
は
15
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
当
院
は
、
令
和
２
年
２
月
14
日
に
同
感

染
症
に
対
す
る
P
C
R
検
査
を
導
入
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
を

い
わ
ゆ
る
「
災
害
」
と
位
置
づ
け
、
早
々

に
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
院
内

に
お
い
て
は
、病
院
玄
関
で
の
体
温
測
定
・

症
状
の
聞
き
取
り
、
発
熱
外
来
の
設
置
、

入
院
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
な
ど
を
積
極

的
に
進
め
ま
し
た
。
院
外
に
お
い
て
は
、

保
健
所
、
市
役
所
、
医
師
会
、
病
院
・
診

療
所
と
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
連
携
を
図
る

こ
と
で
、
大
き
な
地
域
医
療
の
「
わ
」
が

見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。合
言
葉
は「
住

民
の
み
な
さ
ん
の
命
と
健
康
を
、
そ
し
て

地
域
を
守
る
」
で
す
。

　
な
お
、
当
院
は
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

関
連
す
る
診
療
と
入
院
治
療
を
要
す
る
二

次
救
急
と
を
診
療
の
中
心
的
柱
と
位
置
づ

け
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
徹
底
し
た
感
染

予
防
策
を
取
り
、気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

職
務
に
励は
げ

ん
で
い
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
新
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

三
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
「
マ
ス
ク
と
手
指
消
毒
並
び

に
密
の
回
避
に
よ
る
予
防
の
徹
底
」
で

す
。
ま
ず
は
、「
自
分
」
そ
し
て
「
家
族
」

を
守
る
た
め
に
、
今
で
き
る
最
大
の
予
防

手
段
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　
二
つ
目
は
「
周
り
の
人
を
大
切
に
、
お

互
い
に
優
し
く
接
す
る
思
い
や
り
の
心
を

持
つ
こ
と
」
で
す
。
隣
人
と
の
日
常
会
話

が
と
り
に
く
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

思
い
や
り
の
心
と
行
動
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
越
え
る
心
の
元
気
を
充
電
し
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
患
者
や
そ
の
ご
家
族
に
対
す
る
差
別

や
偏
見
も
生
み
出
さ
れ
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
三
つ
目
は
「
医
療
者
に
対
し
『
あ
り
が

と
う
』
の
一
言
を
添
え
て
ほ
し
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
エ
ー
ル

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
不
安
・
恐
怖

と
戦
い
な
が
ら
も
使
命
感
を
持
っ
て
診
療

に
従
事
し
て
い
る
、
多
く
の
医
療
者
の
心

の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
は
必
ず
訪
れ
ま

す
。
そ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
、お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、

一
日
一
日
、
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

茨城県西部
メディカルセンター

梶
か じ い

井 英
え い じ

治 病院長

●●●●特 別 寄 稿

新
型
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
る
た
め
の

三
つ
の
お
願
い
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